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	前号に続き、17日の公務員連絡会と総務省人事･恩給局次長との交渉の報告です。

交渉では、８月10日の人事院勧告に関わる要求書の提出から１ヶ月以上が経過し、その検討状況を質しました。

今号は、定年延長等についてです。

【次長回答】　定年延長については、６月に決定した退職管理基本方針で「定年の段階的延長について、民間の状況も踏まえて検討を進める」ことを明記しており、人事院が年末に意見の申出を行うことにしているので、公務員事務局の所管となるが、総務省としても積極的に協力していきたい。


	
	
	】地公法第24条第3項により、地方公務員給与は、国公給与等を考慮して定めることとされている。国において勧告のとおり、50歳台後半層の職員の俸給を減ずることとなれば、

【次長回答】　非常勤職員の育児休業等については、給与法と一体のものとして作業している。






















































































































































【公務員連絡会】　非常勤職員に育児休業等を付与するための法改正は、給与法と一体で国会に提出するよう作業を進めていると受け止めてよいか。本来、昨年実施すべき課題であり、スムーズに実施できるよう努力していただきたい。

















～良書ノススメ～ ｖｏｌ．五





ロストジェネレーション（貧困層が多い二十代半ばから三十代半ばまでの世代）の自分探しを、ある意味で新左翼運動の復権、つまり現代の連帯と捉えた視点が面白い「新左翼とロスジェネ」という本を紹介します。著者は自身もロスジェネと同世代（一九七五年生）の鈴木英生氏です。


本書は、現代の連帯を模索し「貧困」＋「自分探し」→「連帯」という仮説をたて、日本における新左翼のルーツを振り返り、現代のロスジェネの連帯の解を導いています。


しかし、本書のもうひとつの読み方として、新左翼運動の系譜や、各派の主張などをまとめた新左翼運動史的なものとして読んでも十分に面白いと思います。


あれだけ学生を中心に盛り上がりを見せた、新左翼系の運動が、僅か二十年足らずで、収束していく（いや、内ゲバにより自滅していくと言うべきか）様子を、当時の新左翼文学の紹介とともに描かれています。


本書をお勧めしたいのは、若かりし頃、活動家だったけど、今は大人しくなった「あなた」が、昔を懐かしむ読み物として(？)。また、これから労働運動に関わっていく若い人の新左翼系運動の事実を知る教材としても、決して読んで損は無い良書です。 　　　　　　　　　　　　（ｋ）





『新左翼とロスジェネ』 集英社新書／鈴木英生








引続く交渉に向け、改めて次の点を確認しました。


50歳台後半の給与引下げについて引き続き議論していくこと


定年延長の意見の申出に対しては春闘期の「誠意を持って対応する」という大臣回答を踏まえて対応すること





次回は、来週28日に人事･恩給局長との交渉を行います。


（道本部ＨＰより）








９月１０～１１日に檜山地方本部・厚沢部町で開催された「地方自治研究全道集会」のレポート・資料集が自治労道本部のＨＰにアップされています。ぜひ、ご覧ください。


※【組合員専用】ページ、左メニューの下の


『自治研』のバナーをクリックしてご覧ください。


























今回は１５回目という節目でもあり、津別町出身のピアニスト冨田珠里亞さんの独奏や津別中学校吹奏楽部の演奏があります。そして、日本フィルセミナーの講師の皆さんとセミナー受講の全国のアマチュア奏者との管弦楽団による交響曲！！身近で聴けるチャンスはなかなかありません！！ぜひ、家族、お友達と聴きに来てください！！　


総務課の伊藤泰広さんのチェロの演奏も一年ぶりに聴けます。














■ プログラム　　チャイコフスキー作曲　交響曲第５番全楽章


■ プログラム　　ラフマニノフ作曲　ピアノ協奏曲第２番全楽章　など





■入場料　大人１,５００円（当日２,０００円）高校生以下無料





■チケット取り扱い　（役場では）竹内さん、伊藤泰さん、大根根さん、榎さん











【公務員連絡会】　人事院は12月に段階的定年延長の意見の申出を行うことにしており、所管は公務員制度改革事務局であるが、総務省も一体となって検討してきた経緯がある。政府としても、雇用と年金を接続する方策について定年延長で対応するという態度決定を行い、政府の方針として前に進めていただきたい。

















0自治労道本部は、１０月２４日に行われる衆議院北海道５区補欠選挙に立候補予定の


0中前茂之（なかまえしげゆき）さんを推薦し「紹介活動」を行っています。





0つきましては、５区で配布の『自治労北海道』【家庭版】を町職としても配布します


0ので参考にしていただき、５区にお住まいの家族・知友人のご紹介をお願いします。











自治労北海道


ホームページ


ご覧になっていますか？





自治労北海道 で検索





組合員専用ページ


に新しい情報が盛り沢山


ユーザー名：hokkaido


パスワード：jichi2009











午後６時３０分開演（午後６時開場）


中央公民館 大ホール














津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


